
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休暇中に、ボランティアの学生さんに協力していただき蔵書点検を行いました。 

蔵書点検とは、図書館にある全ての本を一冊一冊手に取り、「データやラベルに不備がないか」「あるはずの

本が無くなっていないか」等を確認する作業のことで、年に 1 回行います。 

本学の図書館には約 22,000 冊の図書があります。今回は、図書がすべて正しい場所に配架されているか、

紛失したりしていないかについて点検を行いました。1 冊 1 冊もれのないようにチェックしました。 

その後、配架が誤っているものや不明本をリストアップし、あるべき場所に移したり不明本の探索をしたり

しました。また、開館中ではできない本の移動や整理なども行いました。 

 ボランティアの学生さんが根気強く進めてくれました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.55 (2023年 2月 1日発行) 

愛国学園短期大学図書館運営委員会 
愛国学園短期大学 
Aikoku Gakuen Junior College 

蔵書点検を行いました！！ 

≪ボランティアに参加した学生さんからのコメント≫ 

・蔵書点検のボランティアをして、レポートや課題に使用できそうな本が図書館に 

たくさんある事が発見できて良かったです。（飯島さんより） 

・たくさんの本があって並べるのがたいへんでした。普段見たことのない本を目に 

して興味が湧きました。また図書館のボランティアをしたいです。（鎌田さんより） 

・初めてボランティアをして、分類番号を学ぶことができました。手に取ってみた本は指定の場所に

戻さないと次の方が困ることも実感しました。（宮内さんより） 

・整理整頓ができて良かったです。色々なジャンルの本があることもわかりました。(穂戸田さんより) 
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